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1.1.1.1.    はじめにはじめにはじめにはじめに    
現在、気泡混合軽量盛土はその軽量性と施工性の高さから軟弱地盤上や狭隘な箇所での盛土工事などで使

用されており、今後ますます使用範囲が高まると考えられる。より高い盛土や既設高架上での盛土工事へ使

用範囲を拡大するためには、気泡混合軽量盛土のさらなる軽量化が効果的であり、気泡混合軽量盛土の物性

や力学特性・盛土構造などを検討する必要がある。ここでは盛土中にコルゲートパイプを埋めることによっ

て空洞を設けて軽量化する構造形式を提案し、鉄道盛土を想定した模型試験体の静的載荷試験を行ったので

その結果を報告する。 
2.2.2.2.    試験条件試験条件試験条件試験条件    

試験体の配合を表１に示し、試験条件を表2に示す。
試験体は実物の 1/3 モデルとし、幅と高さは線路直角
方向の単線載荷を想定して決定した。Case1.1～1.2 は
空洞の無い試験体で、Case2.1～2.3 は空洞を有する試
験体である。試験体の構造タイプを Type1～Type3とし
て、試験体の概要図を図１に示す。台座として、Case1.2
には弾性床を表すためにゴム板（バネ：厚さ 2.5cm）

を設置し、残りの Case には剛体床（固定）とした。
Case2.1～2.3 は試験体の側面を拘束することによって
実際の盛土形式に近い状態とした。 

3.3.3.3.    試験方法試験方法試験方法試験方法    

試験体の上に荷重分布幅が 80cm（実分布幅の 1/3）
となるように厚さ 1.6cmの鋼板（以下載荷板）を敷設
しその中央に 200kN のアクチュエーターにより荷重
制御方式で載荷した。載荷パターンは３サイクルとし、

設計荷重相当（14kN）、試験体の応力が一軸圧縮強さ
の半分となる荷重相当まで載荷した後にそれぞれ除

荷をし、最終的な破壊にいたるまで載荷を行った。計

測方法は、載荷時の荷重・載荷点変位を直接アクチュ

エーターから取り込み、載荷盤の両端の変位量を変位

計で、試験体側面の変位をπ型変位計で測定し、また

試験体のひずみをひずみゲージによって測定した。 

4.4.4.4.    試験結果試験結果試験結果試験結果    

各試験のひび割れ発生荷重と最大荷重を表3に示す。

Case1.2とCase2.1の載荷点での荷重―変位関係を図２ 
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表１ 試験体配合 

（a）Type1 
 

-4
セメント 

(kg/m3) 

スミクレー 

(kg/m3) 

水 

(kg/m3) 

気泡 

(％) 
比重 

240.0 240.0 306.0 50.0 0.810 

   アクチュエーター

鉄板
7

（c）Type３ 

-1611（内線 6405） Fax:0258-47-9600

350

1,000600
300

100

300 100 600 100 600 300100

2,100

750 600 750

1

2 3

4

5 6

7 8

9 1015
0

(1) (2) (3)

(5)

(6)

(7)

(4)

① ②

③

④

1

2 3

4

5

6 7

8

Ｔｙｐｅ　3Ｔｙｐｅ　3Ｔｙｐｅ　3Ｔｙｐｅ　3

（b）Type2 

図１ 試験体構造タイプ 
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